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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
α－ヒドロキシ酸及び／又はβ－ヒドロキシ酸と脂肪族アルコールとの、脱臭性を有する
下記一般式（１）の一種以上のエステルを含有する有効成分を含むことを特徴とする、衣
料品を洗濯するための高い脱臭性を示す洗浄用助剤。
Ｒ－Ｏ－Ｒ´　　　　（１）
（式中、Ｒは炭素数２～３４の直鎖又は分岐鎖のアルキル基であり、Ｒ´はグリコール酸
、乳酸、リンゴ酸、酒石酸、グルコン酸若しくはマンデル酸に由来するα－ヒドロキシ酸
基又はβ－ヒドロキシ酸基である。）
【請求項２】
前記有効成分が、亜鉛誘導体若しくはマグネシウム誘導体からなる静菌性及び／又は殺菌
性の界面活性成分、炭素数８～１０の脂肪酸のアシルグルタミン酸塩、オクチル酸とグリ
セリンとから得られる界面活性剤、又はトリクロロヒドロキシジフェニルエーテル若しく
はクロロヒドロキシジフェニルエーテルの何れか一種又は二種以上を含有することを特徴
とする、請求項１に記載の洗浄用助剤。
【請求項３】
前記洗浄用助剤が、においを遮蔽する成分を含有することを特徴とする、請求項１に記載
の洗浄用助剤。
【請求項４】
前記洗浄用助剤が、におい分子を封じ込める無機成分であって、活性ベントナイトおよび
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ゼオライトからなる群から選択されるシリケート複合体を含有するものを含むことを特徴
とする、請求項１に記載の洗浄用助剤。
【請求項５】
前記洗浄用助剤が、におい分子を封じ込める有機成分であって、シクロデキストリンを含
有するものを含むことを特徴とする、請求項１に記載の洗浄用助剤。
【請求項６】
前記洗浄用助剤が、抗酸化成分を含有することを特徴とする、請求項１に記載の洗浄用助
剤。
【請求項７】
前記洗浄用助剤が、制汗成分を含有することを特徴とする、請求項１に記載の洗浄用助剤
。
【請求項８】
前記エステルは、下記化学式（２）に示すグリコール酸エステルであることを特徴とする
、請求項１に記載の洗浄用助剤。

【化２】

【請求項９】
前記エステルは、下記化学式（３）に示す乳酸エステルであることを特徴とする、請求項
１に記載の洗浄用助剤。
【化３】

【請求項１０】
前記エステルは、下記化学式（５）に示すリンゴ酸エステルであることを特徴とする、請
求項１に記載の洗浄用助剤。

【化５】
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【請求項１１】
前記エステルは、下記化学式（６）に示す酒石酸エステルであることを特徴とする請求項
１に記載の洗浄用助剤。
【化６】

【請求項１２】
前記エステルは、下記化学式（７）に示すグルコン酸エステルであることを特徴とする、
請求項１に記載の洗浄用助剤。
【化７】

【請求項１３】
前記エステルは、下記化学式（８）に示すマンデル酸エステルであることを特徴とする、
請求項１に記載の洗浄用助剤。
【化８】
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【請求項１４】
洗濯剤用基剤又は助剤用基剤に添加する洗浄用助剤が、該洗浄用助剤添加後の洗濯剤用基
剤又は助剤用基剤の重量の０.１～１０％であることを特徴とする、請求項１に記載の洗
浄用助剤。
【請求項１５】
前記洗浄用助剤が、直鎖又は分岐鎖のウンデカノールを含有することを特徴とする、請求
項１に記載の洗浄用助剤。
【請求項１６】
前記洗浄用助剤がエチレンジアミン四酢酸を含有していることを特徴とする、請求項１に
記載の洗浄用助剤。
【請求項１７】
前記洗浄用助剤が、炭素数が１２～１８のエトキシル化アルコールを含有していることを
特徴とする、請求項１に記載の洗浄用助剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衣料品を洗濯するための高い抗脱臭性を示す洗浄用・助剤用薬剤に関する。
より詳細には、本発明は、布地又は衣料品をすすいだ後でも衣料品の繊維材料に結合した
ままでいる有効物質の量又は割合を多少であっても高くすることが可能となる、洗浄用・
助剤用薬剤を提供することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　実際のところ、上記の有効物質は消費者の皮膚に接触するため、煙の悪臭、厨房の悪臭
及び家庭内のペットの悪臭を「覆い隠し」かつ除去することが可能となるだけでなく、こ
れらの有効物質は、汗から悪臭すなわち嫌なにおいを生じさせることを抑制する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は特に、短鎖のα－ヒドロキシ酸及び／又はβ－ヒドロキシ酸と脂肪族アルコー
ルの異性体とから構成され得る有効物質を原料として製造することができる洗浄剤及び／
又は助剤を提供する。このものを添加して、ヒトの汗に由来する悪臭の発生を抑制する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記のエステルの能力を補助するために、次に示すその他の有効成分が一種又は二種以
上添加される。即ち、直鎖又は分岐鎖のウンデカノールなどの精油や脂肪族アルコール、
亜鉛誘導体化合物若しくはマグネシウム誘導体化合物－具体的にはゼットソル・レ(Ｚｅ
ｔｅｓｏｌ ｌｅｓ)・３Ｚｎとして商業的に知られている硫酸コセス亜鉛、リシノール酸
亜鉛など－などの静菌性及び／又は殺菌性の界面活性剤、プロテラン(Ｐｒｏｔｅｌａｎ)
・ＡＧ８として商業的に知られている炭素数８～１０の脂肪酸のアシルグルタミン酸塩、
センシバ(ｓｅｎｓｉｖａ)・ＳＣ５０タイプといったオクチル酸とグリセリンとから得ら
れるその他の界面活性剤、トリクロロヒドロキシジフェニルエーテルやジクロロヒドロキ
シジフェニルエーテルである。
【０００５】
　上記の洗浄剤及び／又は助剤は、においを遮蔽する物質又はにおいを覆い隠す物質、例
えば不快な体臭を遮蔽する又は覆い隠す芳香、酵素による分解を抑制する芳香、ならびに
煙のにおい、厨房のにおい及び家庭内のペットの悪臭を覆い隠すために適合化された芳香
などを含有することもできる。
【０００６】
　上記の洗浄剤及び／又は助剤に加えて、におい分子を封じ込める無機成分、特に活性ベ
ントナイト又はゼオライトなどのシリケート複合体を用いることもできる。
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【０００７】
　さらに、シクロデキストリンなどのにおい分子を封じ込める有機成分を添加することも
できる。
【０００８】
　当該洗浄剤及び／又は助剤の効果を最大にするために、トコフェロールや没食子酸プロ
ピルなどの抗酸化成分、アンモニウム塩などの制汗成分を含むこともできる。
【０００９】
　繊維材料は、洗濯の際に、その中に保持された有効物質又は有効成分に直接由来する多
数の異なる有用な性質を捕捉するだろうから、上記の物質によって、性質が改良されるよ
うに処理された衣料品を提供するために適合化された洗浄用薬剤及び助剤用薬剤が提供さ
れる。
【００１０】
　活用されるメカニズムをさらに理解するために、ヒトの発汗作用をコントロールするメ
カニズムの概略を明らかにすることは有用であろう。
【００１１】
　実際に知られているところでは、ヒトの不快な体臭の主な原因は分泌腺からの分泌物で
あり、特に汗腺及び皮脂腺からの分泌物である。
【００１２】
　汗腺には、エクリン汗腺が分類されている。通常、手のひら、足の裏、額及び前腕に比
較的多く存在する。しかしながら、毛腺とはまったく関係がなく、性質が疑わしい。
【００１３】
　当該汗腺は基本的に、腋窩、肛門の周囲及び胸部に集中している。
【００１４】
　これらの分泌活動は絶え間がなく、そしてヒトの神経系によってコントロールすること
はできない。
【００１５】
　毛腺系に属する皮脂腺は毛包内で開口しており、その皮脂を分泌する働きは、ホルモン
性因子によって影響される。
【００１６】
　汗腺及び皮脂腺の産生された時の分泌物には、臭気即ちにおいが全くない。
【００１７】
　皮膚上に存在する微生物叢に対して細菌が攻撃するために、悪臭はもっと後で生成され
る。
【００１８】
　上記の分解プロセスに関与する微生物叢は、主に非病原性の微生物叢によって形成され
ている。この微生物叢は実質的にグラム陽性菌、好気性菌及び嫌気細菌から構成されてお
り、そして少数のグラム陰性菌、酵母及び真菌を含む。
【００１９】
　非病原細菌の脂質酵素の働きによって、分泌腺からの分泌物が分解されて遊離脂肪酸が
生じる。すなわち、この物質は特有の腐臭及び刺激臭を示す。遊離脂肪酸としては、具体
的には、酪酸、カプリル酸又はイソ吉草酸が挙げられる。
【００２０】
　提供されるメカニズムは、本発明の主題を構成する。即ち、α－ヒドロキシ酸エステル
分子及び／又はβ－ヒドロキシ酸エステル分子は、布地又は繊維材料上に付着し、皮膚の
非病原性微生物により生成された酵素と接触している。その様なα－ヒドロキシ酸エステ
ル分子及び／又はβ－ヒドロキシ酸エステル分子が、脂肪族アルコールと無臭のα－ヒド
ロキシ酸及び／又はβ－ヒドロキシ酸とに分解される。それによって酵素が、汗を分解し
、かつ不快な体臭の原因である上記の短鎖の脂肪酸を生成することを抑制する。
【００２１】
　上記のメカニズムのために、上記に開示されたように配合された上記の洗浄用・助剤用
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状態又はわずかに臭いを感じる状態を維持する。
【００２２】
　上記のエステルの有効性を高めるために、オクチル酸とグリセリンとから得られるエー
テルなどの、においを遮蔽する性質を有する静菌性及び／又は殺菌性の界面活性剤、体臭
などの脂質を遮蔽する芳香、酵素によるあらゆる分解を抑制することに適合化された芳香
、煙のにおい及び厨房のにおい又は家庭内の動物のにおいを遮蔽するか又は覆い隠すこと
に適合化された芳香、におい分子を封じ込める無機成分、におい分子を封じ込める有機成
分、抗酸化成分、アンモニウム塩などの制汗成分、精油、又は脂肪族アルコール、とりわ
け直鎖又は分岐鎖のウンデカノールをさらにその中に含有させることもできる。
【００２３】
　後者のものは、微生物による汗の分解に対する相乗作用性を示す。
【００２４】
　上記の洗浄剤及び助剤で処理することができる衣料品としては、天然のタンパク質（タ
ンパク質様）繊維（絹、羊毛繊維）、天然の多糖類繊維（綿、亜麻繊維）若しくは合成繊
維（ナイロン、レーヨン、ポリエステル、ポリアミド繊維）、又はこれらを適切に組み合
わせたあらゆるものが挙げられる。
【００２５】
　本発明はさらに、上記の機能を提供するために適合化された上記の特定の有効成分又は
有効物質を、洗濯剤用基剤に、又は洗濯・アイロン仕上げ補助薬剤もしくは洗濯・アイロ
ン仕上げ補助成分に添加することを提供する。
【００２６】
　取り分け、上記の有効成分を、柔軟剤、染み抜き剤、集束剤又は白色剤に添加すること
ができる。
【００２７】
　後者の製品を、液体、ゲル、粉末、錠剤又は単回投与量の小包によって構成要素とする
ことができる。
【００２８】
　本発明の有効成分は、次の式で規定される一種以上のエステルを含有する。
【００２９】
【化１】

　ここで、Ｒは、炭素数２～３４の直鎖又は分岐鎖のいずれか一方の立体配置のアルキル
基であり、Ｒ’は、例えばグリコール酸、乳酸、クエン酸、リンゴ酸、酒石酸、グルコン
酸若しくはマンデル酸に由来するα－ヒドロキシ酸基又はβ－ヒドロキシ酸基である。
【００３０】
　一例として、次のエステルを挙げることができる。
【００３１】
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【化２】

【００３２】
【化３】

【００３３】
【化４】

【００３４】
【化５】

【００３５】
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【化６】

【００３６】

【化７】

【００３７】
【化８】

　洗濯剤用基剤又は助剤用基剤に添加する上記の有効成分の重量率は、０.１～１０％と
することができる。
【００３８】
　添加することが可能なその他の有効成分又は有効物質としては、静菌性及び／又は殺菌
性の界面活性剤、オクチル酸とグリセリンとから得られるエーテルなどの界面活性剤、に
おいを遮蔽する成分、すなわち体臭を覆い隠す芳香、酵素によるあらゆる分解を防止する
芳香、煙のにおい又は厨房のにおい及び家庭内の動物のにおいを覆い隠すための芳香、に
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おい分子を封じ込める無機成分、におい分子を封じ込める有機成分、抗酸化成分、ならび
にアンモニウム塩、短鎖の脂肪族アルコールの異性体などの制汗成分が挙げられる。短鎖
の脂肪族アルコールの異性体の例としては、脂肪族アルコール、直鎖又は分岐鎖のウンデ
カノールが挙げられる。
【００３９】
　洗濯剤用基剤又は助剤用基剤に添加する上記の有効成分の重量率を、０.１～１０％と
することができる。
【００４０】
　上記の有効成分を上記の重量率で、一連の洗濯剤用基剤に添加することによって、実務
上の最適な結果を得ることができた。これらは次に示す実施例に開示されるとおりである
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４１】
　（洗濯剤用基剤１）
　これは、次の原料の一種以上を液体、ゲル、懸濁用粉末物質、単回投与量の小包にて含
有する洗濯剤用基剤である。
【００４２】
　－投与量の重量率が０.１～５０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は
２種類以上の陰イオン性基剤（ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ラウリルエーテル硫酸
ＴＥＡ、ラウリルエーテル硫酸アンモニウム、ラウリルエーテル硫酸亜鉛；ラウリル硫酸
ナトリウム、ラウリル硫酸ＴＥＡ、ラウリル硫酸アンモニウム；アルキルベンゼンスルホ
ン酸ナトリウム、アルキルベンゼンスルホン酸ＴＥＡ、アルキルベンゼンスルホン酸アン
モニウム；アルカンスルホン酸ナトリウム、アルカンスルホン酸ＴＥＡ、アルカンスルホ
ン酸アンモニウム；α－オレフィンスルホン酸ナトリウム、α－オレフィンスルホン酸Ｔ
ＥＡ、α－オレフィンスルホン酸アンモニウム）；
　－投与量の重量率が０.１～５０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は
２種類以上の非イオン性基剤（直鎖又は分岐鎖の炭素数３～２２のアルキル鎖を有し、か
つエトキシル化又はプロポキシル化の程度が２～３０モルであるエトキシル化アルコール
又はプロポキシル化アルコール；脂肪酸アミド；アルキルポリグルコシド；アミンオキシ
ド）；
　－投与量の重量率が０.１～５０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は
２種類以上の両性イオン性基剤（アルキルアミドベタイン、アルキルアミドプロピルベタ
イン、アルキルアミドスルタイン）；
　－投与量の重量率が０.１～５０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は
２種類以上の陽イオン性基剤（メタ硫酸ジアルキルメチルアンモニウム；第四級アミン類
、イミダゾリン）；
　－重量率が０.１～５０％の石けんであって、次の化合物群から選択される１種類又は
２種類以上（脂肪酸のナトリウム塩、脂肪酸のカリウム塩、脂肪酸のＭＥＡ塩、脂肪酸の
ＴＥＡ塩）；
　－重量率が０.１～２０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は２種類以
上の同時配合剤及び／又は協力剤：（ホスホン酸塩；エチレンジアミン四酢酸誘導体；ク
エン酸のナトリウム塩誘導体又はカリウム塩誘導体、エチレン、プロピレン、ジプロピレ
ングリコール；エタノール、イソプロパノール；活性ベントナイト；塩化カルシウム又は
塩化ナトリウム；アミラーゼ酵素、リパーゼ酵素、プロテアーゼ酵素；ポリビニルピロリ
ドン又はその誘導体；ジスチリルジフェニルに由来する光学白色剤；スチレンポリマー又
はアクリルポリマー分散体；ポリアクリレート；ジメチルポリシロキサン；イソチアゾリ
ノン、ベンゾイソチアゾリノン、ブロノポール、Ｎ－ホルミル類；着色剤）；
　－重量率が０.１～５％の天然エッセンス又はエッセンス組成物。
【００４３】
　（洗濯剤用基剤２）
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　この洗濯剤用基剤は、粉末物質を圧縮された形態（錠剤）及び単回投与量の小包にて含
有する。
【００４４】
　本発明のこの剤形は、次の物質の一種以上を含有する。
【００４５】
　－重量率が０.１～３０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は２種類以
上の陰イオン性基剤（アルカンスルホン酸ナトリウム、アルカンスルホン酸ＴＥＡ、アル
カンスルホン酸アンモニウム；ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸ＴＥＡ、ラウリル
硫酸アンモニウム；アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム、アルキルベンゼンスルホン
酸ＴＥＡ、アルキルベンゼンスルホン酸アンモニウム）
　－重量率が０.１～３０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は２種類以
上の非イオン性基剤（直鎖又は分岐鎖の炭素数３～２２のアルキル鎖を有し、かつエトキ
シル化又はプロポキシル化の程度が２～２０モルであるエトキシル化アルコール又はプロ
ポキシル化アルコール；脂肪酸アミド；アルキルポリグルコシド；アミンオキシド）；
　－重量率が０.１～５０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は２種類以
上の両性イオン性基剤（アルキルアミドベタイン、アルキルアミドプロピルベタイン、ア
ルキルアミドスルタイン）；
　－重量率が０.１～３０％の石けん（例えば、脂肪酸のナトリウム塩）；
　－重量率が０.１～４０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は２種類以
上の充填物質：（粉末若しくは粒状の硫酸ナトリウム、高密度若しくは低密度の炭酸ナト
リウム、ケイ酸ナトリウム又は二ケイ酸ナトリウム）；
　－重量率が０.１～３０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は２種類以
上の同時配合物質及び／又は協力物質：（ゼオライト；過ホウ酸ナトリウム一水和物又は
四水和物、過炭酸ナトリウム、過硫酸ナトリウム；ホスホン酸塩；エチレンジアミン四酢
酸誘導体；クエン酸又はクエン酸ナトリウム誘導体；過ホウ酸塩又は過炭酸塩の活性化物
質、すなわちテトラアセチレンジアミン；ベントナイト又は活性ベントナイト；カルボキ
シメチルセルロース；アミラーゼ酵素、リパーゼ酵素、プロテアーゼ酵素；ポリビニルピ
ロリドン又はその誘導体；スチルベン誘導体又はジスチリルジフェニル誘導体である光学
白色物質；ポリアクリレート；ジメチルポリシロキサン；着色剤）。
【００４６】
　（洗濯剤用基剤３）
　この例は、上記の有効成分について考えられる利用の態様を示す。ここで、上記の有効
成分は、洗濯・アイロン仕上げ補助成分に添加されるものであり、かつ柔軟剤、染み抜き
剤、集束剤又は白色剤、液体の剤形の物質、ゲル、粉末、錠剤又は単回投与量の小包を含
有する。
【００４７】
　本発明のこの剤形は、次の物質の一種以上を含有する。
【００４８】
　－重量率が０.１～５０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は２種類以
上の陽イオン性基剤（メタ硫酸ジアルキルメチルアンモニウム；第四級アミン類、ジアル
キルジメチルアンモニウムクロリド；イミダゾリン）；
　－重量率が０.１～２０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は２種類以
上の両性イオン性基剤（アルキルアミドベタイン、アルキルアミドプロピルベタイン、ア
ルキルアミドスルタイン）；
　－重量率が０.１～５０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は２種類以
上の陰イオン性基剤（ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ラウリルエーテル硫酸ＴＥＡ、
ラウリルエーテル硫酸アンモニウム；ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸ＴＥＡ、ラ
ウリル硫酸アンモニウム；アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム、アルキルベンゼンス
ルホン酸ＴＥＡ、アルキルベンゼンスルホン酸アンモニウム）；
　－投与量の重量率が０.１～５０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は
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２種類以上の非イオン性基剤（直鎖又は分岐鎖の炭素数３～２２のアルキル鎖を有し、か
つエトキシル化又はプロポキシル化の程度が２～３０モルであるエトキシル化アルコール
又はプロポキシル化アルコール；脂肪酸アミド；アルキルポリグルコシド；アミンオキシ
ド）；
　－重量率が０.１～９９％であって、次の化合物群から選択される１種類又は２種類以
上の酸化性有効成分（次亜塩素酸ナトリウム、過酸化水素、過ホウ酸ナトリウム一水和物
又は四水和物、過炭酸ナトリウム、過硫酸ナトリウム）；
　－重量率が０.１～９９％の還元性有効成分（例えば、亜硫酸水素ナトリウム）；
　－重量率が０.１～３０％のデンプン又は加工デンプン；
　－重量率が０.１～２０％であって、次の化合物群から選択される１種類又は２種類以
上の同時配合物質及び／又は協力物質：（ホスホン酸塩；エチレンジアミン四酢酸誘導体
；クエン酸のナトリウム塩誘導体又はカリウム塩誘導体、エタノール又はイソプロパノー
ル；塩化カルシウム、塩化ナトリウム、塩化アンモニウム；アミラーゼ酵素、リパーゼ酵
素、プロテアーゼ酵素、ポリビニルピロリドン又はその誘導体；ジスチリルジフェニルに
由来する光学白色成分；スチレンポリマー／アクリルポリマー分散体；ジメチルポリシロ
キサン；イソチアゾリノン、ベンゾイソチアゾリノン；ブロノポール、Ｎ－ホルミル類；
着色剤）；
　－重量率が０.１～１０％の天然エッセンス又はエッセンス組成物。
【実施例１】
【００４９】
　実施例１は、洗濯剤用基剤１の典型的な配合例に関する。
【００５０】
　人間の手によって又は洗濯機のどちらか一方で衣料品を洗濯するための液体洗浄物質の
場合に於いて、次の成分の二種以上を、以下に示す重量率で使用することにより、優先的
な配合が提供される。
【００５１】
【表１】

【実施例２】
【００５２】
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　実施例２は、洗濯剤用基剤２の典型的な配合例に関する。
【００５３】
　人間の手によって又は洗濯機のどちらか一方で衣料品を洗濯するための粉末洗浄剤の場
合に於いて、次の成分の二種以上を、以下に示す重量率で使用することにより、優先的な
配合が提供される。
【００５４】
【表２】

【実施例３】
【００５５】
　実施例３は、洗濯剤用基剤３の典型的な配合例に関する。
【００５６】
　次の成分を、以下に示す重量率で使用することにより、柔軟剤としての活性を有する液
体の洗濯用助剤のための優先的な配合が提供される。
【００５７】
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【表３】

上記に開示された実施例１、２及び３の配合の価値を見極めるために、多数の実験を行っ
てきたことを注意すべきである。
【００５８】
　激しいスポーツ活動を行うメンバーが少なくとも一人含まれる家族について、「誰か分
からないようにして」試験を行った。
【００５９】
　上記の統計的なサンプルについて、彼らがスポーツ活動を行う際に身に着けていた衣料
品を少なくとも５回連続して洗濯することを要求した。衣料品を用いた際と、そして洗濯
前に、衣料品をプラスチック製の袋内に、次の日まで閉じ込めた。
【００６０】
　この期間の後、その袋を開けてにおいとその強さを評価した。
【００６１】
　評価が求められ、０～５の数によるレーティングがなされた。次のパラメータ：
　１.最初の洗濯後のにおいの強さ
　２.五回目の洗濯後のにおいの強さ
に基づいて、０がにおいの無いサンプルを表し、そして５が強烈なにおいのサンプルを表
すものとした。
【００６２】
　この評価は、試験を行ったすべての家族について全て一致していた。そして平均値と関
連する比較について、以下に示した。
【００６３】

【表４】

洗濯回数に伴って、実験に用いた繊維材料に与える上記の三種の配合の製品の脱臭の効果
－この効果は有効成分の基本的な性質にきっちりと合致する－が向上することが明らかと
なるはずである。
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【００６４】
　洗濯の実施後、布地の繊維上に付着する有効成分の量が増加し、そしてその結果、その
ものの脱臭性が向上する。
【００６５】
　上記の開示内容から、本発明によって、考えていた目的及び対象が完全に達成されるこ
とが明らかとなるはずである。
【００６６】
　特に、本発明は、衣料品のための洗浄用薬剤及び洗濯助剤用薬剤に添加することが可能
な、α－ヒドロキシ酸及び／又はβ－ヒドロキシ酸と脂肪族アルコールとのエステルなど
の有効成分を含有する製品を提供する。この製品は極めて実用的かつ機能的であり、そし
て肌の微生物や細菌の微小な叢のあらゆる酵素活性－このものが衣料品の嫌なにおいの原
因であろう－を妨害する。
【００６７】
　開示されたような本発明にいくつかの修飾及び変形を加えることは容易であり、このよ
うなものもすべて本発明の範囲内に含まれることになる。
【００６８】
　さらに、いくつかの成分を、その他の化学的に同等な元素と置換することができる。
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